
Ａ

Ｂ 出席者　　

Ｃ 懇話会委員　5名

Ｄ 学校関係者　6名

学校関係者評価
実施日2022年6月18日

番号 達成度 意見・要望・評価など
◎教員同士が教科の垣根を越えて
お互いに授業を見学するというやり
方は有効だと思う。同じ教科だけで
なく他教科の授業から新たな気付
きも生まれるだろう。授業力向上に
向けて先生方が切磋琢磨している
ことに感謝している。
◎新校舎（2号館）が完成し、学習
環境も良くなった。可能であれば、
既存の校舎も黒板からﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
に替えていただき、併せて、Wi-Fi
環境も整えてほしい。

◎普通科で総合型選抜・学校推薦
型の割合が減り、一般選抜が増え
たということだが、最後まで粘り強く
勉強をして行きたい大学を目指す
姿勢は、社会に出てから必ず役に
立つと思う。引き続き、すばらしい
結果が出ることを期待している。
◎学校を訪れると、ここかしこで先
生方が生徒と面談をしている場面
を目にする。そうした親身な姿勢の
積み重ねがすばらしい進学実績に
繋がっているのだと思う。先生方に
は大変感謝しているが、無理をなさ
らず健康に留意していただきたい。

◎生徒数が多く、特に通学路の指
導は大変だと思う。日頃の指導に
感謝している。
◎校内を歩いていても挨拶をされ
る。感じの良い生徒が多い。
◎近隣からの苦情が半減したという
ことだが、何かこれまでとは違ったｱ
ﾌﾟﾛｰﾁをしたのか。（➡特段、指導
方法を変えたわけではなく、これま
で通り、生徒に寄り添って指導して
いる）
◎思春期の人格育成には先生方
の精神状態が影響すると言われて
いる。働き方改革が進められている
とのことだが、先生方の負担が過多
にならないようにと思う。

◎ｺﾛﾅ禍で様々な行事が制限され
る中、学校として様々に工夫をされ
ていることに感謝している。一刻も
早くｺﾛﾅが終息し、以前のように通
常の学校行事が実施できることを
願っている。

◎地域から応援されるような学校を
目指して、これからも頑張ってほし
い。
◎子どもから「指定ｿｯｸｽに穴があき
やすい」と言われる。同意見の子も
少なからずいるようだ。穴のあきや
すいつま先と踵を補強するなどし
て、品質の向上を図ってほしい。

２０２１年度　　学校自己評価シート（浦和実業学園高等学校）

目指す学校像 ｢実学に勤め徳を養う｣（校訓）に則り、円満な人格、健康な身体、豊かな教養を備え、勤労と責任を重んじる国家社会の有為な形成者を育成する。

重　点　目　標

１　学力の伸長（授業の充実と家庭学習の習慣化、能動的な学習態度の涵養）

概ね達成　（６割以上）

年　度　目　標 ２０２１年度　評　価
学　　校　　自　　己　　評　　価

３　徳育の推進（基本的生活習慣の確立と人格の陶冶） 変化の兆し（４割以上）
４　実学の実践（学校行事の充実と地域社会との連携） 不十分 　　（４割未満）　

５　生徒募集活動の充実（志願者数の増加と募集定員の確保）

現状と課題 具体的方策 達成状況 次年度への課題と改善策

達

成

度

ほぼ達成　（８割以上）

２　自己実現のための進路指導の充実（進路実績の向上・高大連携への対応）
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○本校は普通科5ｺｰｽ、商業科2ｺｰｽで成り立っており、幅広い学力
層の生徒が様々な目標を定め学習に取り組んでいる。生徒の理解度
には個人差があるので、生徒一人ひとりの意欲や能力をしっかり把握
した上でｺｰｽの特色を活かした学習指導を徹底する必要がある。
○学力の三要素「①知識・技能」「②思考力・判断力・表現力」「③主
体性を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度」の育成を目的とした学
習が必要であることが学習指導要領にも記載されている。これらを実
現するためにはこれまで以上にｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾞを前面に押し出した
授業や生徒が自ら考え、行動できる教育環境作りが必須となる。
○教員のｽｷﾙｱｯﾌﾟへ向けた研修はこれまでにも組織的に実施してお
り、今年度も引き続き実施していくべき事柄である。
○生徒の学力の伸長に家庭学習の習慣化は欠かせないものである。
適切な量と質の課題を継続的に与えることで習慣化を図る必要があ
る。また、昨年度は新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症対策による自宅学習期間が
続いたが、現在も予断を許さない状況であるため、今後もｵﾝﾗｲﾝ授
業等の家庭学習の在り方を構築する必要がある。

○授業や定期考査はもちろん、小ﾃｽﾄや休業中の課題等を通して生徒一人ひとりの
理解度を正確に測り、それぞれに応じた学力伸長を図る。
○2022年度学習指導要領の改訂に備え、教科ごとに新ｶﾘｷｭﾗﾑ用の教材を選定し、
i-Pad等を用いた授業（ICT教育）の準備も積極的に行う。
○３年間実施した外部業者による「第三者授業診断」は昨年、完成年度をむかえた。
対象教員が専門家に授業診断されることはもちろん、一般教員が対象教員の授業を
見ることで、すべての教員の意識改革につながった。「第三者授業診断」で得たもの
を活かし、より一層教員の資質向上に有効となるような校内研修を実施する。
○「授業ｱﾝｹｰﾄ」を実施し、生徒の意識を理解したうえで授業改善につなげる。また、
生徒自身の授業に取り組む姿勢についても再確認させる。
○課程・ｺｰｽに応じた家庭学習課題を日常的に与え、授業内容を補完するとともに、
家庭学習の習慣を身に着けさせる。また家庭での学習をより充実させるため、
「Classi」や「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」等を用いて学習課題を配信し、確認ﾃｽﾄ等を実施する。さら
に担任および教科担当者が個々の学習状況を把握し、学習指導を効率良く行う。

○2022年度新入生から始まる新学習指導要領に向けて、教科会議で指導内容を検討し、高等学校でも
導入される観点別評価の方法を含むｼﾗﾊﾞｽの作成とｶﾘｷｭﾗﾑ再編の準備を進めた。
○昨年度まで行われていたｴﾃﾞｭﾌｨｰﾙﾄﾞの光延栄治氏による第三者授業診断で得た「授業観察のﾎﾟｲﾝ
ﾄ」を活かし、今年度の校内研究授業は代表者のみが授業を行う形式ではなく、2021年11月～2022年2
月までの約4ヶ月間という期間を設け、学校全体で教科や学年の垣根を越えた「授業見学」を実施。iPad
をはじめとするICT機器を用いた授業や生徒の主体性を伸ばすｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等、今後の評価のﾎﾟｲﾝﾄ
となる取り組みを互いに見学することで参考点や改善点を見つけ、より良い授業を目指すべく実践した。
○授業ｱﾝｹｰﾄ（生徒対象）を11月に実施。集計結果について各教科会議で協議し、今後の授業改善に
つなげた。
○ｺﾛﾅ禍での休業期間や短縮授業の際に各教科ごとに「Classi」や「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」等を用いて、家庭学習
課題を課した。このことがきっかけで家庭学習の習慣が身に付いた生徒も多く、教員もこれらのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮ
ﾝを利用した学習指導のｽｷﾙが向上し、生徒一人ひとりの学習状況の把握も効率よく行うことができた。

Ｂ

●教科会議で2022年度新入生から導入される観点別評価方法及び新学
習指導要領をふまえたｼﾗﾊﾞｽについて検討し、受け入れ準備を整えること
ができた。見直す必要が生じればｼﾗﾊﾞｽの内容を随時更新していきたい。
●今年度の校内研究授業は例年とは異なり、一定の期間を設けて教員同
士の「授業見学」を行った。見学報告書には、ICT機器を用いた授業展開
や授業内のｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの進め方等参考になったという感想が多く、非常に
好評であった。実施期間が4ヶ月と短かったので、次年度は教員がより多く
お互いの授業を見学できるように検討したい。
●授業改善のために生徒の意見を直接聞ける授業ｱﾝｹｰﾄは非常に効果
的であった。現在はｱﾝｹｰﾄ用紙を用いて行っているが今後は集計の効率
をあげるためClassiを用いた実施も検討したい。
●Classiやｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘを有効に使うことで生徒の家庭学習状況の把握やｺﾛ
ﾅ禍での課題配信等が効率良くできたので次年度も有効に活用したい。
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○登下校時のﾙｰﾙやﾏﾅｰ(自転車通学者を含む)については継続的
に指導を行っている。今後も交通安全指導と共に社会の一員として
の自覚を備え、責任ある行動を取れる生徒の育成に努めなければな
らない。
○新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感染防止に配慮した登下校のあり方を状
況に応じてその都度検証し、然るべき指導を実施していく。
○挨拶の励行や身だしなみを整えることは高校生としての品格を高
め、自覚を促す上で非常に重要である。また生活習慣の乱れによる
遅刻者にはその改善に向け、個別の指導を行う必要がある。
○問題行動の未然防止と早期発見のため、教員は常に生徒理解に
努め、適切な指導を行わなければならない。
○心身の鍛錬と個性の伸長を図ると共に共感的人間関係を育成する
ためにも部活動は大きな意味合いを持っている。生徒の自主性を尊
重しつつ、活気ある学校づくりへの一法としたい。
○重大事件につながる危険性の高い薬物乱用やSNS上の「出会い
系」「詐欺」ｻｲﾄ等については特に関係機関や専門家の知見を活用し
た指導も有効である。
○安全で安心な学校環境を保持するため、教員は常に生徒の状況
把握に努めなければならない。また「いじめ」「体罰」に関するｱﾝｹｰﾄ
を定期的に実施するなどして生徒の生命･財産・人権が侵されること
のないよう十分な措置を講じる必要がある。

○登下校時の生徒の安全確保とﾏﾅｰ向上のため、登校時8ｶ所、下校時5ヵ所に教員を配置し
指導に当たると共に、各ﾎｰﾑﾙｰﾑや集会においても生徒に「公共人」としての自覚を持たせる
指導を進めていく。
○登下校時に限らず、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大防止のため、生徒にﾏｽｸ着用や咆哮の禁
止を指示することは必然の指導である。
○徳育の観点から通学路清掃などの奉仕活動は有為なことであるが、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染
状況に鑑み、当面は見合わせたいと考える。
○ｵｱｼｽ精神に基づいた言動を実践させるべく、各ﾎｰﾑﾙｰﾑや部活動、委員会活動をより活
性化させ、実効あるものとする。
○基本的生活習慣を確立させるため、毎朝校門において遅刻生徒に対する指導を行い、さら
に必要に応じて保護者の協力も求めながら改善に向けたより効果的な指導を行う。
○問題行動の防止と早期発見の観点から、昼休み時間等に校内の巡回指導を学年単位で
実施する。
○教員は生徒に対し、部活動への参加を呼びかけると共に、生徒がより意欲的に活動できる
環境づくりに努める。
○薬物乱用、SNSに関する問題、自殺防止に関する事項については外部より専門家等を招く
などして全校的に指導を行う。
○「いじめに関するｱﾝｹｰﾄ」(6･11月)と「体罰に関するｱﾝｹｰﾄ」(9･2月)を実施し、事実確認と適
切な対応を迅速に行う。
○頭髪･服装等の整容指導、言葉遣いや生活態度に関する指導及びいじめや差別を含む人
権教育に関わる指導については学校生活のあらゆる場面で恒常的に行われるべき教育活動
であり、生徒指導部を中心にさらに議論を深め、全ての教員が一致協力して実践する体制を
確立する。
○生徒の実態を把握するため、特に学級担任は「ｽｸｰﾙﾗｲﾌ」や「Classi」を有効に活用する。

○進路講演会などの行事を各学年と進路指導室が連携して実施し、1～2学期にわたって生徒の進路意
識の高揚を図った。主な具体的内容は次の通り。［ｺﾛﾅ禍のため、Zoom等を用いたﾘﾓｰﾄ実施のものも多
かった］
【4月】進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(商業3年)【5月】上級学校説明会(選進3年)【6月】ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(選進2年)・進路講演
会(商業2年)【7月】進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(商業2年)・理系ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(選進2年)【9月】ｴｺﾞｸﾞﾗﾑ分析報告会(商業1,2年)
【10月】ｷｬﾘｱ探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(特進部1年)【11月】入試ｼｽﾃﾑｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(選進3年)【12月】進路講演会(商業2
年)・上級学校体験会(特進部2年,選進2年)・進路講演会(選進1年)
○進路に関する教員研修を4月に実施。その後、普商別の分科会も実施した。7月には新任教員向けの
進路指導研修を実施。各大学や、予備校など外部業者の進路情報は、進路指導室が集約・選択して各
担任へ配信し、生徒へﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸした。
○三者面談を3年生中心に実施した。商業科3年は推薦希望者が多いために７～8月に実施、普通科は
進路希望別に随時実施。保護者への進路情報の提供および意思の疎通を図った。
〇放課後実施している進学補習講座は、1年生13講座、2年生16講座、3年生22講座を開講した。また、
夏季休業中には成績不振の生徒に対する補習も実施した。
○検定試験について積極的に取り組むように促し、合格に向けた補習だけでなく、各教科の教員が個別
指導を行い、日本実用英語検定では準1級に8名、2級に68名が合格するなど合格者は着実に増加して
いる。日商簿記検定では2級に8名、3級に7名が合格し、受験者数・合格者数とも増加傾向にある。

Ｂ

●今年度の大学現役合格者数（一貫部除く）は【国公立大学】15名、
【GMARCHT】20名、【日東駒専】118名、【大東亜帝国+拓殖】151名、【芝浦工業・
東京電機・工学院】19名、【成成明國武＋獨協・文教】59名であった。合格者数は
昨年度よりも多く、特に国公立大学の合格者数が増加した（昨年度6名）。多様化
する受験形式やｺﾛﾅ禍の中、特進部は勿論、各ｺｰｽの教員が生徒一人ひとりに
合った進路指導を丁寧に時間をかけて行い、生徒がそれに応えてくれた結果であ
る。進路指導研修会において、入試状況の分析をし、進路指導の更なる充実を
図っていきたい。
●普通科では大学現役合格者数（一貫部除く）が【国公立大学】15名、【私立大
学】1104名と大幅に増加した。選抜α・選抜・進学ｺｰｽからも【明治・立教・法政】8
名、【日東駒専】81名、【芝浦工業・東京電機】7名を含む多くの現役合格者を出す
ことができた。大学進学者の入試方式別の割合を昨年度と比較すると、総合型選
抜・学校推薦型選抜21%→15%、一般選抜（共通ﾃｽﾄ利用方式含む）79%→83%とそ
れぞれ変化した。この数値は最後まで諦めずに一般受験合格を目指す指導を徹
底して行ってきた結果である。進路指導で効果的だった点を継続できるよう1～3
学年の縦の繋がりを強化していきたい。また、理系難関大学で実績を残すことが
できるよう英語はもちろん数学・理科の強化にも力を入れる必要がある。
●昨年度、商業科ではｺﾛﾅ禍の様々な不安から資格取得を優先したため大学進
学者の割合が減少したが、今年度は49%→56%と増加。短期大学を含めると卒業
生の63.5%となり、専門学校進学者が減少した。商業科の入試方式はほぼ総合型
選抜・学校推薦型選抜なので、面接や事前課題、小論文等の指導だけでなく検
定級取得についても計画的に行った結果である。
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○2020年度卒業生（2021年3月卒業）の進学状況は、国公立大学、
私立大学の現役合格者数が増加し、昨年度と比較すると実績は改善
された。昨年度は特進部だけでなく、他のｺｰｽからも上位大学への現
役合格者を多数出すことができたことが大きい。ただ、本校のような大
規模校で進路指導を行うと「学年単位」での指導になりがちで、実績
が安定しない傾向も見受けられる。学校全体での大きな動き（進学補
習や推薦・一般受験指導等）は進学・就職担当者を中心に進めること
ができるが、学年単位の取り組み（小ﾃｽﾄや学年単位で企画する行
事等）が毎年異なってしまうことが原因だと考えられる。
○進路目標を達成するには各自が早期に目標を設定する必要があ
る。そのためには、生徒自身が自己の特性を把握しなければならな
い。担任との面談はもちろん本校進路指導担当者と学年が協力し、
講演会等の進路への意識を啓発する行事を組んだり、大学と連携
し、見学会等を企画して大学そのものを知る機会をもっと作る必要が
ある。
○授業を補完して学力向上を図るために課外の進学補習講座を充
実させ、進路目標達成の一助となるよう、各種検定の取得を推し進め
たい。

○各学年と本校進路指導担当者が連携し、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症対策を徹底した上
で外部講師を招いた進路講演会や大学見学会等、生徒の進学意識を喚起する行事
を企画、立案する。
○二者面談等を通して生徒の適性や進路目標を把握し、学力や適性に応じた進路
指導を行う。また、進学指導室と協力し、進路指導に関する研修も兼ねた大学や予
備校の説明会（ｵﾝﾗｲﾝ形式含む）に積極的に参加することで教員のｽｷﾙｱｯﾌﾟを図
る。
○三者面談を実施して保護者と生徒の意思を確認し、進路目標実現に向けて協力
関係を構築する。
○単年度ごとの指導にならないように各ｺｰｽごとに成績や進路の目標を具体的にを
設定し、担任および教科担当者が同一見解のもとに学習指導・進路指導を展開す
る。実績を継続させるためにｺｰｽ内の各担任が横で連携するのはもちろん、学年を
越えた縦の連携を図る。
○新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大は昨年度の入試に大きな影響を与え、今年度も予断を許
さない状況が続くと思われる。今年度も様々な理由から受験校数を絞り、学校推薦型
選抜、総合型選抜を希望する生徒の増加傾向が予想されるので放課後の小論文対
策講座や検定対策講座、模擬面接への主体的な取り組みを促す必要がある。同時
に一般型選抜に備えた受験科目の学習も並行して進めさせるよう指導する。
○課外の進学補習講座や検定対策講座を積極的に受講するよう促す。また、各学
年で自習室（または自習できる場所）を準備し、生徒の質問等に対応できる環境作り
を行う。

●生徒の登下校時に実施している通学路指導の眼目は交通安全と公共ﾏﾅｰの体得・実
践にある。生徒の通学ﾏﾅｰに関する外部からの苦情等は昨年度の80件に比して43件と半
減している。生徒に対して自己の安全を確保させると同時に他者に対する思慮・分別ある
言動の重要性を理解させ、地域社会の成員としての自覚を持たせる指導を今後も粘り強く
行っていきたい。
●生活委員による身だしなみ・ｵｱｼｽ運動に関する声掛け、厚生委員による駐輪場の整理
整頓、環境整備委員による清掃状況の点検など生徒を主体とした学校生活全般に係る改
善活動はｺﾛﾅの影響もあり、十分に実施できたとは言えないが、生徒の自治的活動を活性
化させる取り組みとして、今後情勢を見極めながら推し進めて行きたい。
●遅刻者への指導に関してはその生活習慣を改善させるための効果的な指導方法を改
めて検討することも重要な課題である。因みに本年度1カ年の皆勤率は一貫部37.4％、特
進部23.7％、普通科（選進ｺｰｽ)32.7％、商業科38.2％であったが、学年が上がる程に低下
する傾向が見られた。
●交通安全、選挙ｾﾐﾅｰ、ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、ｻﾞｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨｰｾﾐﾅｰ、20歳未満飲酒・喫煙防
止ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、痴漢犯罪撲滅ｷｬﾝﾍﾟｰﾝなど警察・行政等主催の各種活動についてはｺﾛﾅ禍
の中、実施そのものが難しくなっているが、こうした催しへの参加は生徒が「公共人」という
生き方に共感し、意識の変化を醸成する上での有為な機会となるので環境が整い次第、
今後も積極的に取り組ませたい。
●より良い教育環境づくりのために薬物乱用防止等の非行防止指導及びいじめ・体罰・自
殺防止のための指導、ｱﾝｹｰﾄを今後も定期的に実施していく。
●頭髪・服装等の整容指導において教員は適切な言葉と姿勢を心掛け、ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
に留意しつつ、毅然とした態度で生徒の成長、変容を促す指導を行っていきたい。
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〇例年各種の校外行事(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾜｲ短期留学･課題研
究)を実施し、それぞれの目標達成に努めてきたが、昨年度来の新型
ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染状況を考慮するに今年度も宿泊を伴うｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬ
ﾝﾌﾟ・ﾊﾜｲ短期留学の実施は難しく、これに代わる取り組みを検討して
いる。また課題研究については昨年度並みに期間の短縮や分散出
勤等を含めて実施の可能性を探る。
〇文化祭・体育祭は全校生徒が一斉に参加する大規模な学校行事
として重要であるが、校外行事同様、いずれも従来通りの実施は難し
く、文化祭については昨年度実施した「URAJITSU Fes」に新たな創
意を加え、また体育祭は種目の精選等を行った上で実施できるよう
検討していく。
〇さいたま市などの行政機関や警察署等が主催する各種のｷｬﾝﾍﾟｰ
ﾝ･取り組みは地域との結びつきを考える上で重要な地位にあるが、
昨年度は新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の影響により、全てが中止となった。
今年度実施の見通しが立つようであれば、参加を検討したい。

〇ﾊﾜｲ短期留学の中止に伴い、「総合的な探求」の時間としてUHCとのﾘﾓｰﾄによるｶ
ﾝﾊﾞｾｰｼｮﾝをこれに替えるが、生徒の心情を思うに、何らかの形での校外行事が実施
できればとの考えから、安全を第一に実現可能な取り組みを検討していきたい。
○大丸松坂屋上野店での課題研究(商業実習)はｷｬﾘｱ教育の一環として非常に有為
であるため、実習期間を短縮した上でｸﾗｽを数ｸﾙｰﾌﾟに分け、松坂屋研修担当者か
らのﾚｸﾁｬｰを本校で行うなど工夫を凝らし、実施の方向で検討している。
○文化祭は時期を11月に移し、昨年度有志のみの参加で実施した「URAJITUSU
Fes」を従来の形に可能な限り近づけた形態での実施を考えており、一般公開は見送
るにせよ、ｸﾗｽ・部活動を単位とした全校生徒参加による催しとして実施できるよう検
討している。また体育祭については集団演技を取りやめ、個人種目を絞り、ｸﾗｽ単位
で取り組める種目を中心とした内容での実施を検討中である。
○外部機関や団体が主催する各種のｷｬﾝﾍﾟｰﾝ行事については生徒の安全を十分
に考慮した上で可能であれば、参加希望生徒を派遣したい。

〇夏季休業中に群馬県みなかみ町方面にて実施する予定だった新入生対象のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟは、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
防止の観点から止む無く中止したが、感染者数が減少したことにより、商業科では11月下旬に「鎌倉･横浜1DAYﾂｱｰ」を実施
し、生徒相互の親和と教員による生徒理解を深める機会を得ることができた。
〇ﾊﾜｲ短期留学はｺﾛﾅ禍の影響により全面的に見合わせたが、その代替措置としてとしてUHCﾈｲﾃｨﾌﾞｽﾀｯﾌとのﾘﾓｰﾄ授業、
及び日本航空CAによるJAL English Campを実施した。
○感染拡大により昨年度来一切の校外行事を見送らざるを得なかった現3年生においては感染者数減少状況を踏まえた上
で参加希望者を募り、「八景島ｼｰﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ日帰り旅行」を実施した。半数程度の生徒がこれに参加し、高校生活に幾分かの
彩りを添えることができた。
〇ｺﾛﾅ禍の影響により実施が懸念された課題研究(商業実習)であったが、大丸松坂屋上野店の協力を得て商業科2年生情
報進学ｺｰｽの生徒を対象に12月期・1月期の2期に分け、実習期間を短縮しながらも実施することができた。ｷｬﾘｱ教育の一環
として接客販売等の業務を通じ、平素教室では経験することのできない様々な職業体験をすることができた。
〇文化祭はｺﾛﾅ禍の影響を考慮し、規模を縮小しながらも主に部活動の成果を発表する機会として「立ち上がれ！浦実祭」と
銘打ち、11月に開催した。様々な制限の下ではあったが、生徒会が中心となって取り組み、22の部活動が参加し、展示・ｽﾃｰ
ｼﾞ発表等に創意工夫が見られた。
〇体育祭については実施に向け方策を講じ準備を進めたが、会場確保や事前指導が困難であり、感染予防の見地から実施
を取りやめることとした。
○11月に「芸術鑑賞会」をさいたま市文化ｾﾝﾀｰで実施した。密回避のため3部制とした。

B

●ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾜｲ短期留学ともｺﾛﾅ禍のため中止とせざるを得なかった
ことは残念であったが、短期留学の代替として行ったUHCﾘﾓｰﾄ授業及びJAL
English Campでは生徒の積極的な姿勢が見られ、実りある取り組みとなった。
●商業科情報進学ｺｰｽの2年生を対象とした大丸松坂屋での商業実習は12月・1
月の2期に分け、期間を短縮しながらも実施することができた。平素とは異なる実
際的な学びに生徒たちは見識を拡げることができた。
●文化祭は昨年度同様、数々の制限の中ではあったが、関係職員･生徒の尽力
によって一定の成果を得ることができたかと思われる。次年度以降の完全実施に
向け、更なる創意と工夫とにより、生徒の創造性をより高められる行事にしていきた
い。
●体育祭の不実施も残念なことであったが、「ｺﾛﾅ禍の今できることは何か」を念頭
に置き、今後も実施の道を探っていきたいと考える。

〇登下校の交通ﾙｰﾙとﾏﾅｰ向上のため、登校時8ヶ所、下校時5ヶ所に教員を配置し、通学路指導を継続的に実
施した。また交通安全指導として自転車通学者に対しては並走の禁止、雨天時の雨合羽着用指導、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・
音楽機器等の使用による「ながら運転」に関する指導を継続的に行うと共に、全校生徒向けに「自転車安全指導」
を外部より講師を招くなどして実施した。
〇遅刻者に対する指導を毎朝校門付近において実施し、基本的生活習慣の改善を促した。
〇登校時に各ｸﾗｽ生活委員による「ｵｱｼｽ運動」の実践、及び身だしなみに関する呼びかけを行った。
〇昼休みを中心に校内巡回指導を実施し、ｺﾛﾅ対策徹底の呼びかけや問題行動の未然防止に努めた。
〇新入生に対して特に部活動への加入を促している。全体加入率はここ数年70％程度で安定している。
〇夏季休業直前の7月中旬に埼玉県保健医療部薬務課の協力の下、薬物乱用防止のための全体指導を実施し
た。また「いじめに関するｱﾝｹｰﾄ」を7月・12月に、「体罰に関するｱﾝｹｰﾄ」を10月・2月のそれぞれ年間2回行い、実
態把握と問題の未然防止に努めた。
○本校ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの山田耕一先生による「誰にでも心が苦しい時があるから…」と題した自殺防止指導を全校
生徒対象に夏季休業前の7月に実施した。生徒一人ひとりがかけがえのない個人として尊重し合う態度を涵養し、
困難な事態や心理的負担を受けた場合の対処法を身に付けさせることを目的としている。
○1年生を対象に、LINE株式会社の方による「情報ﾓﾗﾙ教育講演」を11月にｵﾝﾗｲﾝで実施し、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ使用の
ﾙｰﾙやﾏﾅｰを学んだ。
〇頭髪・服装等の身だしなみ指導を学年やﾎｰﾑﾙｰﾑを単位として継続的に行った。

Ａ
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〇生徒募集活動は私立学校の存続の要である。昨年7月以降7回実
施した入試説明会は、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽの影響で例年とは異なる形で実
施せざるを得なかったが、参加者は前年より7,000人増となった。しか
し、志願者数は普通科が前年より358人減、商業科が前年より273人
減、合計で631人の大幅減となった。また、入学者数は普通科が前年
より147人減、商業科が前年より80人減、合計で前年より227人の大幅
減となった。入試説明会は個別相談の待ち時間が減った利点はあっ
たが、予約が取りにくいというﾏｲﾅｽ面もあったため、説明会参加者を
志願者につなげていくための方策を考えていかなければならない。

〇昨年度の入試説明会は、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症拡大防止の観点から定員を設けた
ため、回によってはすぐに満員になってしまった。そのため塾の先生はもちろん、中
学校の先生からも何とかしてほしいという要望を多々受けながらも、対処できないまま
でｲﾒｰｼﾞﾀﾞｳﾝは否めなかった。今年度はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからの動画視聴による説明会を
新設し、受験生や保護者のｽﾄﾚｽ軽減につなげたい。塾主催の説明会は昨年同様軒
並み中止で、開催してもｵﾝﾗｲﾝが多いため、本校での説明会がカギとなる。また、ｱｸ
ﾘﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝの設置や消毒などｺﾛﾅ対策は昨年同様行い、本校への信頼は維持し
ていきたい。
○中学校のPTA高校訪問や中学校へ出向いての進路講演会などは昨年は皆無で
あったが、今年は７月までの予約で前者が4校、後者が9校あり、一昨年度までとはい
かないが徐々に戻りつつある。1校当たりの人数は少ないが、地道に取り組みを重ね
る必要がある。

○「入試説明会」全7回実施した。昨年はすべて映像での説明であったが、一昨年までと同様ﾗｲﾌﾞでの説明も実施した。ただ
し、ｺﾛﾅ禍のため定員を各回1,200名程度に絞ったため、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより動画で説明会を視聴した受験生にも個別相談を実施
した。その結果、推薦書の併願発行数はコロナ禍以前とほぼ同じ水準まで回復した。
○中学校のPTA高校訪問は5校と少なかったが、中学校へ赴いての進路講演会は15校とｺﾛﾅ禍前の数字に戻った。中学進
路担当によると去年の3年生は直接高校の情報を得ることがほとんどできなかったが、今年はｺﾛﾅ禍前の状況に回復し、多く
の情報を得た中で高校選びをしているという。2学期以降に2年生対象の進路講演会が5校あったが、これまでの上級学校訪
問に代わって2年生も進路講演会が主流になりつつある。
○教育機関関係者・塾の先生方対象の説明会を9月にﾍﾞﾙﾋﾞｰ武蔵野で開催し、95名の参加があった。
○個別相談会は、最大規模の「彩の国進学ﾌｪｱ」が今年も中止になったのをはじめ、「私学ﾌｪｱ大宮」など中止が相次いだ
が、それでも20件に参加。そのうち3件はｵﾝﾗｲﾝである。

B

●2022年度入試における志願者数は普通科2177名（前年＋341）、商業科1188
名（前年＋180）、合計で3365名（前年＋521）。入学者数は普通科が443名（前年
＋87）、商業科が239名（前年＋4）、合計で682名（前年＋91）である。志願者、入
学者とも前年より増加した。普通科の入学者増は、単願志願者が61名増加したこ
とが大きなな要因である。商業科の入学者が前年とほぼ変わらなかったのは、単
願志願者が前年並みだったこと、併願志願者の併願先の倍率が軒並み低かった
ことが要因として挙げられる。以上を踏まえ、次年度の募集活動につなげていきた
い。
●前年度に比べ、塾主催の説明会、PTA見学会、中学校での進路講演会などは
増加したが、ｺﾛﾅ禍以前には戻っていない。また、予約が取りにくかった入試説明
会に、WEB放送視聴という形式を加えたことは、大きな改善点であった。


